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2.4.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 村田 嘉利 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア設計学，ファイルとデータベース，基盤システム演習 A，B，C，卒業研究・制作 A，B，ソフトウェア
情報学総論 
(b) 研究科担当授業科目 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅠ，Ⅱ,Ⅲ，ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
・「情報システムの開発法：基礎と実践」の執筆 
・上記に併せたソフトウェア設計学の学習教材の修正  
・データベース教材を ORACLE から Postgres/MySQL に変更 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) 村田嘉利（編著），佐藤永欣，大場みち子，伊藤恵「情報システムの開発法：基礎と実践」，共立出版，
2013 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) J. Wu, T. Takayama, N. Sato, and Y. Murata: "Improvement of Recommendation List Effectiveness Using 
Familiarity," NAUN International Journal of Systems Engineering, Applications and Development, Vol.7, 
Issue 1, pp.22-32, 2013.  
2) T. Takayama, M. Etsumori, N. Sato, and Y. Murata: "On Picking up Method of Expectable Customers in 
Recommendation," NAUN International Journal of Systems Engineering, Applications and Development, Vol.7, 
Issue 1, pp.13-21, 2013. 
3) Yoshitoshi Murata and Kazuhiro Yoshida, “Automobile Driving Interface Using Gesture Operations for 
Disabled People,” IARIA, International Journal on Advances in Intelligent Systems, vol 6 no 3 & 4, 
pp.329-341, 2013 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Yoshitoshi Murata, Nobuyoshi Sato, Tsuyoshi Takayama, Shuji Ikuta, “Medication Error Protection System 
with A Body Area Communication Tag”, ITU-T, Kaleidoscope 2013, P.8, April 2013 
2) Yoshitoshi Murata, Kazuhiro Yoshida, “Intravenous Drip Infusion Monitoring System with Body Area 
Communication Tag,” IARIA, eTELEMED 2014 : The Sixth International Conference on eHealth, Telemedicine, 
and Social Medicine, pp.191-196, March 2014 
3) Yoshihiro Uda, Kazuhiro Yoshida and Yoshitoshi Murata, “Proposal on operator-assisted E-Government 
Systems,” IARIA, Proceeding of ICDS 2014: The Eighth International Conference on Digital Society, 
pp.26-32, March 2014 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 加藤大樹，村田 嘉利，齊藤義仰，“ロケーション・時間・プロファイル情報を用いた友達支援システムの提案”，
情報処理学会 コンシューマ・デバイス＆システム（CDS）研究会，CDS8-6，2013 年 9 月 
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2) 宇部雅彦，村田嘉利，鈴木彰真，“地域特産メニュー抽出手法の提案”，第 76 回情報処理学会全国大会，1N-7，
2014 年 3 月 
3) 野々村翔，鈴木彰真，村田嘉利“オノマトペを用いたグミの推薦”，第 76 回情報処理学会全国大会．4N-3，2014
年 3 月 
4) 村瀬昴，鈴木彰真，村田嘉利，“車両群としてのエコドライブアシストシステムの研究”，第 76 回情報処理学
会全国大会，4U-1，2014 年 3 月 
5) 湊崇文，鈴木彰真，村田嘉利，“FlexSensor を用いた自動車操縦インターフェースの開発”，第 76 回情報処理
学会全国大会，4U-4，2014 年 3 月 
6) 佐々木翔生，鈴木彰真，村田嘉利，“インターナショナルドライビングシミュレータの開発-実世界を反映した
他車輌の表現”，第 76 回情報処理学会全国大会，5U-2，2014 年 3 月 
7) 仁多見遼，鈴木彰真，村田嘉利，“部屋番号のパターンを用いた屋内ナビゲーションシステムの提案”，第 76
回情報処理学会全国大会，6V-3，2014 年 3 月 
8) 永澤修平，鈴木彰真，村田嘉利，“KINECT を用いた脊柱部分のリハビリテーション効果の可視化”，第 76 回情
報処理学会全国大会，1ZE-2，2014 年 3 月 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省，科研費 基盤（Ｃ），平成２５年度～平成２７年度、4,940 千円 
2) NTT ドコモ奨学寄附金：500,000 円 
3) ＴＭＥＪ共同研究：1,000,000 円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) Best Paper Award, IARIA, ACHI 2013 : The Sixth International Conference on Advances in Computer-Human 
Interactions, and Services 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
大学認証評価担当 
(b) 学部/研究科の委員会 
総務委員会の委員 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
岩手県立大学生活協同組合 理事長 
(c) 一般教育 
該当なし 
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(d) 産学連携 
1) ＴＭＥＪとの共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 電子情報通信学会東北支部 監事 
2) 情報処理学会 ＣＤＳ研究会 編集委員 
3) ITU-T Kaleidoscope Technical Program Committee 
(f) その他 
該当なし 
[主な業績］ 
研究面では，障害者向けの自動車操縦インタフェースの研究を国際会議で発表し，“Best Paper Award, IARIA, ACHI 
2013”を受賞した．また，それを発展させた研究成果がジャーナルに掲載された．医療情報関係の研究に着手し，
人体通信タグ(Touch Tag)用いて点滴セットが外れた，あるいは外したことを検出するシステムを開発し，商用化を
進めている．実験風景を下図に示す． 
 
岩手県立大学生協が累積赤字を解消できる状態となり，運営を軌道に乗せることができ，理事長としての責務を果
たせた． 
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職名： 講師 氏名： 佐藤 永欣 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基板システム演習 A (途中まで) 
(b) 研究科担当授業科目 
情報セキュリティ特論 I (H25 年度未開講) 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) J. Wu, T. Takayama, N. Sato, and Y. Murata: "Improvement of Recommendation List Effectiveness Using 
Familiarity," NAUN International Journal of Systems Engineering, Applications and Development, Vol.7, 
Issue 1, pp.22-32, 2013.  
2) T. Takayama, M. Etsumori, N. Sato, and Y. Murata: "On Picking up Method of Expectable Customers in 
Recommendation," NAUN International Journal of Systems Engineering, Applications and Development, Vol.7, 
Issue 1, pp.13-21, 2013. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
該当なし 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学術推進委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
該当なし 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
平成 24 年 12 月月末から本年度 5月末まで病気休暇を取得した．その後勤務時間を増やしながら 10 月より通常勤務
に復帰したものの，10 月末に病気を再発し，再度休暇を取得せざるを得なかった．12 月より短時間勤務で復帰し，
2月より通常勤務可との診断を受けたが，実際には通常勤務が困難な状態が年度末まで続いている．6月からの復帰
後，前年度までの研究テーマとは異なるテーマで研究を再開し，論文投稿にこぎつけたものの，10 月末の再発によ
り公表を取り消さざるを得なかった．次年度以降の同じワークショップか同系列の研究会等での発表を計画してい
る． 
平成 25 年度は，主に勤怠管理の自動化を目的とした正確なタイムスタンプを生成することを特徴とするライフログ
システムの開発を行った．本システムは特定の場所において特定の日常生活上の習慣となっている操作をすること
で，勤怠管理のための特別な操作をすることなく勤怠記録を生成する．現状では PC の使用状況に基づくシステムで
あるが，人感センサ・照度センサ等の使用を検討している． 
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職名： 講師 氏名： 鈴木 彰真 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェクト演習 II，ソフトウェア設計学，基盤システムゼミ B，基盤システ
ム演習 C 
(b) 研究科担当授業科目 
該当なし 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
・卒業研究の論文作成，発表練習等において個々の学生とのやりとりを重視し，正確に物事を伝える方法や物事の
筋の通った考え方について議論を行うことを重視した． 
・本年は赴任直後のため，学生と積極的にコミュニケーションをとりながら，個々の学生の気風や雰囲気，モチベ
ーションについて観察し，本学に合った教育方針を摸索した． 
・自立性と教育成果についてバランスを取ることに重きを置き，必要以上に指示を与えないように注意した． 
・1週間毎に何を達成すべきか，といった目標を明確にすることに注意した． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Yoshiaki Mizuchi, Tadashi Ogura, Yoshinobu Hagiwara, Akimasa Suzuki, Youngbok Kim, and Yongwoon Choi，” 
Distance Measurement System using Stereo Camera and Radial Pattern Target for Automatic Berthing 
Control”, Journal of the Korean Society for Power System Engineering, Vol.17, No.5, 121-127，Oct.2013
2) Yoshinobu Hagiwara, Akimasa Suzuki, Youngbok Kim, and Yongwoon Choi,” Improved View-Based Navigation 
for Obstacle Avoidance using Ego-Motion”，Journal of the Korean Society for Power System Engineering, 
Vol.17, No.5, 121-127，Oct.2013 
3) Akimasa Suzuki, Ken Kumakura, Daisuke Tomizuka, Yoshinobu Hagiwara, Youngbok Kim, and Yongwoon Choi,” 
Positioning Accuracy on Real-time Robot Self-localization by Indoor Positioning System with SS Ultrasonic 
Waves”, Journal of the Korean Society for Power System Engineering, Vol.17, No.5, 121-127，Oct.2013
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Yoshiaki Mizuchi, Tadashi Ogura, Yoshinobu Hagiwara, Akimasa Suzuki, Youngbok Kim, and Yongwoon Choi 
“Distance Measurement System using Stereo Camera for Automatic Ship Control”，13TH INTERNATIONAL 
CONFERENCE ON CONTROL, AUTOMATION AND SYSTEMS (ICCAS 2013), pp. 121-127, October，2013  
2) Yoshiaki Mizuchi, Yoshinobu Hagiwara, Akimasa Suzuki, Hiroki Imamura, and Yongwoon Choi, “Monocular 
3D Palm Posture Estimation Based on Feature-Points Robust against Finger Motion”, International 
Conference on Control, Automation and Systems 2013 (ICCAS’13), pp.1014-1019, Oct. 2013 
3) Masaski Tanaka, Yoshinobu Hagiwara, Yoshiaki Mizuchi, Akimasa Suzuki, and Hiroki Imamura, “Enhanced 
View-based Navigation for Human Navigation by Mobile Robots Using Front and Rear Vision Sensors” Indoor 
Positioning and Indoor Navigation (IPIN 2013), pp. 728-731, October, 2013 
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4) Ken Kumakura, Akimasa Suzuki and Taketoshi Iyota, “Code Division Positioning by Continuous Signals Using 
Spread Spectrum Ultrasonic Waves”, Indoor Positioning and Indoor Navigation (IPIN 2013), pp.425-432, 
Oct. 2013 
5) Mitsuaki Nozawa, Yoshinobu Hagiwara, Akimasa Suzuki, and Yongwoon Choi, “Evaluation of an Indoor 
Pedestrian Navigation System on Smartphones Using View-based Navigation”, Indoor Positioning and Indoor 
Navigation (IPIN 2013), pp. 442-445, Oct. 2013 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 島岡 弘正，水地 良明，萩原 良信，鈴木 彰真，今村 弘樹，”人混みにおける全方位カメラを用いたロボット
の見え方に基づく位置推定”, 第 56 回自動制御連合講演会，1008: pp.810-813，2013 年 11 月 
2) 熊倉顕，鈴木彰真，伊与田健敏，“スペクトル拡散超音波を用いた距離計測における同期維持手法による符号分
割多重通信時の距離計測精度”，第 46 回計測自動制御学会北海道支部学術講演会，B1，pp.93-94，2014 年 3 月
3) 川崎美幸，熊倉顕，鈴木彰真，伊与田健敏，“スペクトル拡散超音波を用いた屋内測位システムにおける遮蔽物
による信号減衰に関する検討”，第 46 回計測自動制御学会北海道支部学術講演会，B4，pp.101-102，2014 年 3
月 
4) 高野由紀子，熊倉顕，鈴木彰真，伊与田健敏，“スペクトル拡散超音波を用いた屋内測位システムにおける相関
演算手法の比較”，第 46 回計測自動制御学会北海道支部学術講演会，B5 pp.103-104，2014 年 3 月 
5) 宮良泰明，熊倉顕，鈴木彰真，伊与田健敏，“スペクトル拡散超音波を用いた屋内測位における相関値ソート法
による距離計測性能の向上”，第 46 回計測自動制御学会北海道支部学術講演会，B6，pp.105-106，2014 年 3 月
6) 寺尾匠平，熊倉顕，鈴木彰真，伊与田健敏，“スペクトル拡散超音波を用いた屋内測位における CTL による移
動体距離計測性能の向上”，第 46 回計測自動制御学会北海道支部学術講演会，B9，pp.111-112，2014 年 3 月 
7) 宇部雅彦，村田嘉利，鈴木彰真，“地域特産メニュー抽出手法の提案”，第 76 回情報処理学会全国大会，1N-7，
2014 年 3 月 
8) 野々村翔，鈴木彰真，村田嘉利“オノマトペを用いたグミの推薦”，第 76 回情報処理学会全国大会．4N-3，2014
年 3 月 
9) 村瀬昴，鈴木彰真，村田嘉利，“車両群としてのエコドライブアシストシステムの研究”，第 76 回情報処理学
会全国大会，4U-1，2014 年 3 月 
10) 湊崇文，鈴木彰真，村田嘉利，“FlexSensor を用いた自動車操縦インターフェースの開発”，第 76 回情報処理
学会全国大会，4U-4，2014 年 3 月 
11) 佐々木翔生，鈴木彰真，村田嘉利，“インターナショナルドライビングシミュレータの開発-実世界を反映した
他車輌の表現”，第 76 回情報処理学会全国大会，5U-2，2014 年 3 月 
12) 仁多見遼，鈴木彰真，村田嘉利，“部屋番号のパターンを用いた屋内ナビゲーションシステムの提案”，第 76
回情報処理学会全国大会，6V-3，2014 年 3 月 
13) 永澤修平，鈴木彰真，村田嘉利，“KINECT を用いた脊柱部分のリハビリテーション効果の可視化”，第 76 回情
報処理学会全国大会，1ZE-2，2014 年 3 月 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
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[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部教務委員 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
該当なし 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
屋内における自律移動型飛行ロボットの研究開発が盛んになるにつれ，自己位置認識のための屋内環境の位置情報
が重要視されている．これらのロボットは，屋内環境内の狭い経路を接触せずに行動する必要があり，リアルタイ
ム 3次元測位が求められるため，既存の測位をそのまま転用することは難しい．そのため，屋内測位のための新た
なシステムが研究されてきている．そのなかで，超音波を用いた屋内測位システムは他の電波や赤外線などに比べ
伝搬速度が遅く，距離分解能を向上させることが比較的容易なことから，低コストで測位誤差 10[cm]以内のシステ
ムを構築できる．しかし，超音波を用いた屋内測位システム一般に雑音に弱いとされている．また，多くの超音波
を用いたシステムは時分割測位のため，測位対象が増えると計測時間が増大する．そこで，本研究室では耐雑音性
に優れ符号分割多重通信能力を持つ，スペクトル拡散超音波を用いた 3次元屋内測位システムを構築し，研究を進
めてきた．特に，本年は飛行ロボットが必要とする 3 次元座標に焦点をあて，以下の内容について研究した上で国
内外の会議で発表した．  
1. ドップラー効果を考慮した相関範囲短縮手法による移動体計測の実現 
2. 測位環境における SS 超音波の障害物への頑健性 
3. 実環境における符号分割多重通信能力の検討 
4. SS 超音波測位における相関演算手法の比較 
5. SS 超音波による屋内測位システムの飛行ロボットへの応用 
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さらに，学生と共に取組んだ内容として，Web スクレイピングを用いたデータベース地域特産メニュー抽出手法の
提案と評価，オノマトペを用いたグミの推薦システムの構築と推薦結果の評価，車両群としてのエコドライブアシ
ストシステムの通信プロトコルに関する研究，シミュレーションによる FlexSensor を用いた自動車操縦インターフ
ェースのハンドリングに関する検討，インターナショナルドライビングシミュレータの開発として実世界を反映し
た他車輌の表現方法に関する検討，部屋番号のパターンを用いた屋内ナビゲーションシステムの提案，KINECT を用
いた脊柱部分のリハビリテーション効果の可視化に取り組み，それぞれ情報処理学会での発表に結びついた． 
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